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2018年に脱炭素経営を成長戦略に掲げ、2019年に宮城県で最初に再エネ100宣言ＲＥ Actionに参画。2020年には自家
消費型太陽光発電、蓄電池などの再エネ導入に向けた取り組みを開始し、地産地消を主眼とした宮城県産由来のJ-クレジット
と組み合わせて再エネ100％を達成。その後もポータブル蓄電池やV2X、PHVの導入など脱炭素化を積極的に推進しながら
事業継続体制を整備するほか、仙台市との官民連携青下の杜プロジェクトへも参加し水源地森林保全活動、地域の脱炭素化
にも貢献している。また、中小企業の取り組み事例として、県内外に対し講演や各種媒体を通じ発信を行うことで、気候変動ア
クションとして脱炭素経営の推進・普及啓発を様々な視点を持って活動している。

明電興産の本社社屋の老朽化に伴い、ABW（アクティブベースドワーキング）を取り入れた新社屋に建て替えた。新社屋では、
自然採光を取り入れる開口窓の最適配置、照明のLED化等を実施し、大幅な省エネを実現した。また、明電舎開発機のマルチ
PCS（パワーコンディショナシステム）を導入し、太陽光パネルで発電した電気を蓄電池やEVへの充放電、新社屋の自家消費電
源として利用している。これらにより、建築物省エネルギー性能表示制度「BELS」の最高ランクの認証と、経済産業省が定義す
るZEBの評価の一つ「ZEB Ready」の認証を取得。更に、当社グループの風力発電事業会社であるエムウインズの風力発電所
で発電したMade in MEIDENのCO₂フリー電力を使用することで、Scope1,2をゼロとし年間約49tのCO₂を削減した。

脱炭素社会の実現を目指すカーボンオフセットへの挑戦
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【住 所】 〒989-3432  宮城県仙台市青葉区熊ヶ根字野川26-6　　【TEL】 022-393-2216
【URL】 https://www.miyagi-ek.co.jp/

【住 所】 〒141-6029  東京都品川区大崎二丁目1番1号 ThinkPark Tower /〒141-0032  東京都品川区大崎五丁目5番　
【TEL】 03-6420-8400 / 03-3490-3737　　【URL】 https://www.meidensha.co.jp  /  https://www.meidensha.co.jp/ksn/

2022年4月にリニューアルした明電興産（株）
本社新社屋 外観

マルチPCS再エネ融通利用 ABWを採用した社員交流を促すフレキシブル
なオープンスペースエリア
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